


アルゲナでエチオピア軍に演説するメンギスツ―北東

サヘル前線。「山賊たちには10対1の割合で勝ってい

る。やつらを粉砕してやろう」（エチオピア軍撮影）

Alghena



エチオピアの６度目の攻撃を前にガ

スマスクを縫うEPLF戦士





「赤い星作戦」の失敗











戦略的撤退はわれわれの教育サービスの削減をもたらした。避難した町々

の学校は閉鎖された。敵軍が北東サヘル地域に海から上陸した時は、戦闘

機が空から機銃掃射しているあいだに、“Zero School”の生徒たちは机と

黒板を背中に担いで移動しなければならなかった。

デルグの攻撃の敗退とともに、保留になっていた教育活動が再び芽吹きだした。1983

年の春、EPLFは全国で文盲撲滅キャンペーンを打ち出した。1987年には“Zero
School”は10周年を迎えた。今日では2万5千人の児童が150校の学校に通っている。


